
大
阪
大
学
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「全
国
高
等
学
校
世
界
史
教
員
研
修
会
」
参
加
報
告

大
清
水
高
校
　
　
堀

　

部

　

宏
　
　
人

一
　
は
じ
め
に

こ
の
研
修
会
は
、
大
阪
大
学
文
学
部
が
主
体
と
な

っ
て
文
部
科
学
省
の
推
進

す
る
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

（ｏ
①
群
①
『
ｏ
「
∪
ｘ
ｏ
①
〓
①
●
ｏ
①
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
申
請
し

た

「イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
人
文
学
」
の

一
環
と
し
て
、
東
洋
史
研
究
室
を
中

心
と
す
る

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
世
界
史
」
班
が
各
都
道
府
県
の
社
会
科
研
究
部

会
に
呼
び
か
け
て
、
平
成

一
五
年
八
月
五
日

（火
）
～
七
日

（木
）
に
実
施
し

た
も
の
で
、
本
委
員
会
か
ら
は
九
名
が
参
加
し
た
。

二
　
研
修
会
の
ね
ら
い

大
阪
大
学
か
ら
の
案
内
状
に
よ
れ
ば
、
昨
今
、
高
級
官
僚
や
外
交
官
の
よ
う

な
エ
リ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
海
外
経
済
援
助
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現
場
で
活
躍
す
る
ス
タ
ッ

フ
、
あ
る
い
は
商
社
な
ど
で
働
く
者
た
ち
に
、
あ
ま
り
に
も
欧
米
中
心
的
な
見

方
が
浸
透
し
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
摩
擦
や
不
都
合
が
目
に
付
く

（国
益
を
損

な
っ
て
い
る
！
）
が
、
そ
の
責
任
の

一
端
は
高
校
世
界
史
の
教
科
書
に
あ
る
と

い
う
。
こ
れ
を
改
め
る
た
め
に
は
、
前
述
の
人
た
ち
に
世
界
全
体
の
大
き
な
流

れ
を
考
え
、
そ
の
中
に
現
地
の
歴
史
を
位
置
づ
け
る
よ
う
促
す
こ
と
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
で
も
西
欧
中
心
の
単
線
的
発
展
史
観
か
ら
の
脱
却

が
掲
げ
ら
れ
、
前
近
代
に
お
け
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
重
視
や
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム

論
の
導
入
、
西
洋
の
役
割
の
相
対
化
な
ど
、
従
来
の
世
界
史
を
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

今
回
の
企
画
は
大
学
で
の
実
証
的
研
究
と
高
校
に
お
け
る
歴
史
教
育
の

「
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

（境
界

・
接
点
）
」
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
確
か

な
史
実
に
基
づ
い
た
公
平
な
世
界
史
認
識
の
形
成
や
個
別
に
発
見
さ
れ
た
事
実

を
大
き
な
世
界
史
に
結
び
つ
け
る
視
点
を
、
大
学
の
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
高

校
教
員
に
も
期
待
し
よ
う
と
い
う
大
そ
れ
た
ね
ら
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
と

り
わ
け
西
洋
と
東
洋
の
狭
間
に
あ

つ
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

と
い
う
名
称
で
代
表
さ
れ
る
草
原

。
オ
ア
シ
ス
世
界
と
海
洋
世
界
に
脚
光
を
当

て
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
講
義
後
の
質
問
に
誠
実
に
答
え
、

前
日
の
質
問
用
紙
に
対
す
る
追
加
資
料
を
翌
朝
配
布
し
補
足
説
明
を
加
え
る
な

ど
、
我
々
に
よ
り
多
く
を
伝
え
よ
う
と
す
る
主
催
者
側
の
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
取
れ
た
。

三
　
講
義
の
概
要

こ
こ
で
、
三
日
間
に
わ
た
る
講
義
と
質
疑
応
答
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残

っ

た
事
柄
を
挙
げ
て
み
る
。

①
桃
木
至
朗
先
生

「
現
代
世
界
と
新
し
い
歴
史
学

・
歴
史
教
育
」
か
ら

。
国
民
国
家
の
相
対
化
や
経
済
格
差
の
拡
大

（明
治
維
新
の
日
本
と
イ
ギ
リ
ス

の
差
は
五
倍
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
と
発
展
途
上
国
の
差
は
百
倍
以
上
）

・
冊
封
体
制
は
、
周
辺
や
国
内
で
の
政
治
的
効
果
や
経
済
的
な
利
益
な
ど
を
中

国
も
朝
貢
国
も
相
互
に
得
る
平
和
的
シ
ス
テ
ム
で
、
臣
下
と
な
る
こ
と
を
屈

辱
と
捉
え
る
日
本
の
真
面
目
さ
は
無
意
味
な
反
発
だ
と
い
う
こ
と
。

②
森
安
孝
夫
先
生

「世
界
史
上
に
お
け
る
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
意
義

―
早
す
ぎ
た
征
服
王
朝
と
し
て
の
安
史
の
乱
―
」
か
ら

。
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
世
界
史
的
意
義
は
、
歴
史
の
回
転
軸
と
な

っ
た
遊
牧
騎

馬
民
族
の
供
給
源
と
し
て
ま
た
農
耕
文
明
圏
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
重
要
な

地
域
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
遊
牧
民
族
の
変
遷
は
ト
ッ
プ
の
交
替
に
過
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ぎ
ず
、
人
々
の
生
活
は
そ
う
変
化
し
な
い
多
民
族

・
多
文
化
国
家
。

・
安
史
の
乱
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
は
、
唐
の
援
助
要
請
を
受
け
て
動
い
た
だ
け

で
は
な
い
。
利
害
を
計
算
し
た

「征
服
王
朝
」
の
可
能
性
が
あ

っ
た
。

③
川
北
稔
先
生

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
ー
近
代
世
界
史
の
パ
ー
歓
ペ
ク
テ
ィ

ヴ
ー
」
か
ら

。
大
航
海
時
代
と
産
業
革
命
を
重
視
す
る
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
の
危
機

（成
長

の
限
界
　
国
民
国
家
の
危
機
）
二
〇
世
紀
第
四
四
半
期
の
東
ア
ジ
ア
の
勃

興
！
　
地
球
規
模
の
環
境
問
題
で
の
破
綻
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
。

・
補
足
資
料
の
ＢＣ
、
Ｄ
の
起
源
や
近
世
特
有
な
政
治
算
用
が
面
白
か

っ
た
。

④
桃
木
至
朗
先
生

「東
南
ア
ジ
ア
史
の
枠
組
み
を
教
え
る
方
法
」
か
ら

。
中
国
や
イ
ン
ド
の
文
化
圏
と
捉
え
る
従
来
の
手
法
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア

ら
し
さ

（多
様
性
の
中
の
統

一
）
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
。
例

¨
タ
イ
の

し
た
た
か
さ
。

⑤
山
内
晋
次
先
生

「遣
唐
使
途
絶
後
の
日
本
と
ア
ジ
ア
ー
九
～

一
三
世
紀
の
ヒ

ト

・
モ
ノ
の
交
流
―
」
か
ら

。
博
多
唐
坊
や
新
羅
海
賊
な
ど
密
接
な
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
が
存
在
し
、
日
本

産
の
硫
黄
が
宋
の
火
薬
原
料
と
な
り
博
多
が
集
積
地
で
あ

っ
た
こ
と
。

・
大
口
消
費
者
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
日
宋
貿
易
に
お
け
る
平
氏
政
権
の
役
割

は
日
本
史
の
主
張
す
る
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
。

⑥
杉
山
清
彦
先
生

「清
帝
国
と
海
域
ア
ジ
ア

・
内
陸
ア
ジ
ア
ー
世
界
史
上
の

一
六
～

一
八
世
紀
―
」
か
ら

。
清
帝
国
と
海
域
ア
ジ
ア

・
内
陸
ア
ジ
ア
の
関
わ
り
と

一
六
世
紀
以
降
の
銀
の

流
れ

（北
方
で
消
え
て
し
ま
う
！
）
が
非
常
に
興
味
を
そ
そ
っ
た
。

・
清
帝
国
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
皇
帝
権
や
支
配
の
複
合
性
を
知
り
、
漢
人
地

主
社
会
の
延
長
と
い
う
古
い
捉
え
方
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑦
荒
川
正
晴
先
生

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
ソ
グ
ド
人
」
か
ら

・
ソ
グ
ド
人
は
、
絹
馬
貿
易
を
仲
介
し
た
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ラ
ン
系
住
民
で
は

な
く
、
唐
内
の
交
易
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
た
オ
ア
シ
ス
国
家
の
国
際
商
人
。

ソ
グ
ド
人
節
度
使
の
安
禄
山
が
登
場
す
る
時
代
背
景
…
唐
は
節
度
使
に
穀
物

や
軍
馬
の
購
入
、
将
兵
の
給
与
に
必
要
な
絹
布
を
輸
送
し
て
い
た
が
、
そ
の

購
入
や
運
搬
に
ソ
グ
ド
人
が
活
躍
し
て
い
た
こ
と
。

③
白
須
浄
］県
先
生

「新
し
い
世
界
史
教
育
の
創
造
を
め
ざ
し
て
」
か
ら

。
国
際
化
に
関
す
る
議
論
も
な
い
ま
ま
に
追
従
す
る
事

へ
の
疑
間
。
研
究
の
多

様
化

・
深
化
は
歓
迎
す
べ
き
現
象
と
し
て
も
、
細
分
化
＝
弱
体
化
は
困
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
行
は
漢
字
を
基
調
と
す
る
日
本
語
文
化
の
危
機
を
意

味
す
る
。
そ
う
し
た
中
で
世
界
史
像
を
再
構
築
す
る
歴
史
教
員
の
役
割
は
重

要
と
い
う
自
覚
を
―

お
わ
り
に

今
回
、
最
新
の
研
究
成
果
に
接
し
た
刺
激
を
生
か
す
た
め
に
ど
う
す
る
か
。

何
で
も
か
み
砕
け
ば
授
業
で
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
生
徒
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
体
系
化

・
整
理
す
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
と
り
あ

え
ず
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
、
歴
史
を
暗
記
物
と
し
て
で
は
な
く
、
物
事
の
背
景
、

経
過
や
影
響
を
広
い
視
野
か
ら
考
え
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
る
よ
う
心
が
け
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。
本
委
員
会
で
は
研
修
会
の
成
果
を
共
有
し
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
研
究
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
こ
の
研
修
会
の
準
備

・
運
営
な
ど
に
あ
た
ら
れ
た
関
係
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
か
ら
海

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ヘ
と
シ
フ
ト
す
る
と
漏
れ
聞
く
次
回
の
企
画
に
も
本
委
員
会

は
大
変
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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